
別紙様式２号

（都道府県名：北海道）

　 事業内容 事業費 事業実施主体の評価（※） 都道府県の評価（※）
　　（円）

（対象作物

畜種等名） 計画時 １年後 ２年後 ３年後 目標値 達成率 交付金 その他
（平成16年） （平成17年） （平成18年） （平成19年） （平成19年）

　 　 　
栗山町 栗山町

農協
産地
競争
力の
強化

産地競争力
の強化に向
けた総合的
推進

土地利用
型作物
(大豆)

品質向
上

【土地利用型作物】
（大豆産地安定供給（品
質向上）に関する目標）
上位等級比率が50%以上

42.0% 73.8% 95.9% 94.1% 70.0% 186.1% 上位等級比率
が94.1％となっ
た

大豆調整施設
一式　　調整能
力12.2ｔ／日

105,000,000 49,576,000 55,424,000 平成17年10月20日

池田町 十勝池
田町農
業協同
組合

産地
競争
力の
強化

産地競争力
の強化に向
けた総合的
推進

畑作物・
地域特産
物
(大豆、雑
豆)

実需に
応じた
生産量
の確保

【畑作物・地域特産物】
(畑作物・地域特産物の戦
略的地域の育成)
事業対象農産物の生産
数量を5%以上増加

36,060俵 44,279俵 41,383俵 45,500俵 41,880俵 162.2% 事業実施地区
において事業
対象農産物の
生産数量が、
26.2％増加した

乾燥調整施設
軟ｘ線異物除
去機(1.5t/hr)
ﾌﾚｺﾝｽｹｰﾙ増
設工事

74,920,650 35,676,000 39,244,650 平成17年10月27日

上富良
野町
中富良
野町
富良野
市
南富良
野町

ふらの
農業協
同組合

産地
競争
力の
強化

産地競争力
の強化に向
けた総合的
推進

畑作物・
地域特産
物
（赤豌豆）

需要に
応じた
生産量
の確保

【畑作物・地域特産物】
（畑作物・地域特産物の
戦略的地域の育成）
事業対象農産物の生産
数量を32.5%増加

255t 255t 347t 461t 338t 248.2% 赤豌豆の生産
数量が80.8%増
加した

耕種作物共同
利用施設整備
乾燥調製施設

40,740,000 19,400,000 21,340,000 平成18年3月30日

小清水
町

小清水
町農業
協同組
合

産地
競争
力の
強化

産地競争力
の強化に向
けた総合的
推進

畑作物・
地域特産
物
（馬鈴
しょ）

生産性
向上

【畑作物】
（物流コスト削減）
馬鈴しょ澱粉製品の流通
コスト（保管入出庫）を
15.3%削減

103.025円 90.584円 81.493円 89.469円 87.177円 85.5% 25kg当たり費
用が13.2%削減
された

馬鈴しょ澱粉
製品保管倉庫
１棟
3,176t/年
1,321.34㎡

126,210,000 60,100,000 66,110,000 平成18年3月22日 従来は、生産したでん粉の57.3％を商業倉
庫で保管していたが、事業で保管倉庫を整
備したことにより、保管入出庫に係るコスト
を抑えることができたため、馬鈴しょ澱粉製
品の流通コストの削減が図られ、18年度に
おける流通コストは81.493円となり、目標を
大きく上回ったが、19年度は、89.469円とな
り目標達成には至らなかった。しかし、この
原因が19年度に減価償却資産制度の見直
しが行われ（償却可能限度額が廃止され、
備忘価格（1円）まで償却できることになった
こと）、袋（製品25kg）あたり2.365円ほど掛
かり増しになったことに起因するものである
ことを考えると、おおむね目標を達成できた
と判断している。（製品25kg当たりの流通コ
ストから、この掛かり増しとなった2.365円を
差し引くと達成率は100.5％となる。）また、
商業倉庫での保管割合も目標39.4％に対
し、19年度には38.1％となり、計画通り商業
倉庫での保管割合を減らすことができてい
る。なお、整備した倉庫についても年産をま
たがった収納にはなるものの計画通り利用
している。

馬鈴しょ澱粉製品の流通コスト削減につい
て、順調に成果を上げてきていたところであ
るが、平成19年度より、固定資産償却にお
ける残存価格の考え方が変わったことによ
り、諸経費の負担増や原油価格の高騰など
から高熱水費や諸資材の価格上昇に伴う
流通コストの増加が当初計画を上回ってい
る状況にあるため、目標達成には至ってな
いものの、想定外であった増加分の諸経費
（2.365円/製品25kg当たり）を差し引くと達成
率は100.5%となるため、当初の目的は果た
しているものと考える。今後は、さらなるコス
ト低減について、地元関係者と連携の上、
目標達成に努める。

幕別町 札内農
業協同
組合

産地
競争
力の
強化

産地競争力
の強化に向
けた総合的
推進

畑作物・
地域特産
物
(馬鈴しょ)

実需に
応じた
生産量
の確保

【畑作物・地域特産物】
(畑作物・地域特産物の戦
略的地域の育成)
事業対象農産物の生産
数量を16.3%増加

6,599t 7,148t 6,330t 7,826t 7,679t 113.6% 事業実施地区
において事業
対象農産物の
生産数量が、
18.6％増加した

集出荷貯蔵施
設
貯蔵庫(1,782t)

282,849,000 134,690,000 148,159,000 平成17年10月13日

幕別町 幕別町
農業協
同組合

産地
競争
力の
強化

産地競争力
の強化に向
けた総合的
推進

畑作物・
地域特産
物
（加工馬
鈴しょ）

需要に
応じた
生産量
の確保

【畑作物・地域特産物】
（畑作物・地域特産物の
戦略的地域の育成）
事業対象農産物の生産
数量を12.3%増加

14,299t 14,156t 14,423t 16,147t 16,059t 105.0% 事業実施地区
において、事業
対象農産物の
生産数量が
12.9%増加した

耕種作物共同
利用施設整備
集出荷貯蔵施
設
冷蔵貯蔵施設
増設
（4室　2,670t）

58,800,000 28,000,000 30,800,000 平成18年3月17日

音更町
士幌町
上士幌
町
鹿追町
新得町
清水町
芽室町

士幌町
農業協
同組合

産地
競争
力の
強化

産地競争力
の強化に向
けた総合的
推進

畑作物・
地域特産
物
（馬鈴
しょ）

生産性
向上

【各作物共通】
(病害虫による農作物被
害の防止）
事業実施地区の対象病
害虫の新規発生率が0.5%
未満

1.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.5％未満 100.0% 事業実施地区
において対象
病害虫の新規
発生はなかっ
た

農作物被害防
止施設
車両洗浄施設
(30台/h)遊離
土砂加温殺菌
施設(7.2t/h)

97,650,000 46,500,000 51,150,000 平成17年8月10日

幕別町
池田町
豊頃町
本別町
足寄町
陸別町
浦幌町

東部十
勝農産
加工農
業協同
組合連
合会

産地
競争
力の
強化

産地競争力
の強化に向
けた総合的
推進

畑作物・
地域特産
物
（馬鈴
しょ）

生産性
向上

【各作物共通】
(病害虫による農作物被
害の防止）
事業実施地区の対象病
害虫の新規発生率が0.5%
未満

1.0% 0.5％未満 0.5％未満 0.0% 0.5％未満 100.0% 事業実施地区
において対象
病害虫の新規
発生はなかっ
た

農作物被害防
止施設
車両洗浄施設
(27台/h)

25,725,000 12,250,000 13,475,000 平成17年8月10日

中札内
村
更別村
忠類村
大樹町
広尾町
帯広市

南十勝
農産加
工農業
協同組
合連合
会

産地
競争
力の
強化

産地競争力
の強化に向
けた総合的
推進

畑作物・
地域特産
物
（馬鈴
しょ）

生産性
向上

【各作物共通】
(病害虫による農作物被
害の防止）
事業実施地区の対象病
害虫の新規発生率が0.5%
未満

1.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.5％未満 100.0% 事業実施地区
において対象
病害虫の新規
発生はなかっ
た

農作物被害防
止施設
車両洗浄施設
(27台/h)
遊離土砂加温
殺菌施設
(7.2t/h)

110,250,000 52,500,000 57,750,000 平成17年8月10日

※については目標未達成事業についてのみ記載した。
成果目標の具
体的な実績

事業実施後の状況

事業実施主体等取組評価報告書（産地競争力の強化を目的とした整備事業）

事業実
施主体
名

政策
目的

作物等区
分

取組の分
類

政策目
標

市町村
名

成果目標の具体的な内容 完了年月日

都道府県費 市町村費

負担区分（円）

25kg当たり
費用合計

25kg当たり
費用合計

25kg当たり
費用合計

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の既
発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の既
発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

25kg当たり
費用合計

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

25kg当たり
費用合計

対象病害虫の
十勝館内の既
発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の既
発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

25kg当たり
費用合計

25kg当たり
費用合計

25kg当たり
費用合計

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の既
発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の既
発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

25kg当たり
費用合計

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

25kg当たり
費用合計

対象病害虫の
十勝館内の既
発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の既
発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

25kg当たり
費用合計

25kg当たり
費用合計

25kg当たり
費用合計

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の既
発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の既
発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

25kg当たり
費用合計

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

25kg当たり
費用合計

対象病害虫の
十勝館内の既
発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の既
発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

25kg当たり
費用合計

25kg当たり
費用合計

25kg当たり
費用合計

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の既
発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の既
発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

25kg当たり
費用合計

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

25kg当たり
費用合計

対象病害虫の
十勝館内の既
発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の既
発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

25kg当たり
費用合計

25kg当たり
費用合計

25kg当たり
費用合計

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の既
発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の既
発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

25kg当たり
費用合計

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

25kg当たり
費用合計

対象病害虫の
十勝館内の既
発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の既
発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

25kg当たり
費用合計

25kg当たり
費用合計

25kg当たり
費用合計

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の既
発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の既
発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

25kg当たり
費用合計

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

25kg当たり
費用合計

対象病害虫の
十勝館内の既
発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の既
発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

25kg当たり
費用合計

25kg当たり
費用合計

25kg当たり
費用合計

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の既
発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の既
発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

25kg当たり
費用合計

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

25kg当たり
費用合計

対象病害虫の
十勝館内の既
発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の既
発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

25kg当たり
費用合計

25kg当たり
費用合計

25kg当たり
費用合計

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の既
発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の既
発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

25kg当たり
費用合計

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

25kg当たり
費用合計

対象病害虫の
十勝館内の既
発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の既
発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率

対象病害虫の
十勝館内の新
規発生面積率



（都道府県名：北海道）

　 事業内容 事業費 事業実施主体の評価（※） 都道府県の評価（※）
　　（円）

（対象作物

畜種等名） 計画時 １年後 ２年後 ３年後 目標値 達成率 交付金 その他
（平成16年） （平成17年） （平成18年） （平成19年） （平成19年）

　 　 　

※については目標未達成事業についてのみ記載した。
成果目標の具
体的な実績

事業実施後の状況

事業実施主体等取組評価報告書（産地競争力の強化を目的とした整備事業）

事業実
施主体
名

政策
目的

作物等区
分

取組の分
類

政策目
標

市町村
名

成果目標の具体的な内容 完了年月日

都道府県費 市町村費

負担区分（円）

江差町
上ノ国
町
厚沢部
町
乙部町
奥尻町
八雲町

新函館
農協

産地
競争
力の
強化

産地競争力
の強化に向
けた総合的
推進

野菜
(アスパラ
ガス)

生産性
向上

【野菜】(低コスト化)
アスパラガス栽培の生産
コストを6.2%削減

2,098,602円/10a 2,098,602円/10a 1,968,202円/10a 1,861,205円/10a 1,968,202円/10a 182.1% アスパラガス栽
培の生産コスト
が11.3%削減し
た。

ｱｽﾊﾟﾗ選別施設
選別機１台
自動計量機２台
自動結束機２台
梱包設備１台
コンプレッサー１
台

73,500,000 35,000,000 38,500,000 平成18年3月31日

南幌町 南幌町
蔬菜園
芸組合
ｷｬﾍﾞﾂ部
会

産地
競争
力の
強化

産地競争力
の強化に向
けた総合的
推進

野菜
（キャベ
ツ）

生産性
向上

【野菜】（低コスト化）
10a当たり労働時間を
33.3％削減

3hr/10a - 2hr/10a 2hr/10a 2hr/10a 100.0% 10a当たりの労
働時間が
33.3％削減し
た。

乗用移植機5
台

18,900,000 6,247,000 12,653,000 平成18年3月24日

南幌町 南幌町
農協

産地
競争
力の
強化

産地競争力
の強化に向
けた総合的
推進

野菜
（キャベ
ツ）

品質向
上

【野菜】（高付加価値化）
全出荷量の43.8％を高品
質化

0% 0% 59.2% 44.9% 43.8% 102.4% 全出荷量の
44.9％を高品
質化した。

建物　鉄筋造
504㎡　　　真
空予令庫設置
一式

118,000,050 56,190,000 61,810,050 平成17年10月31日

大樹町 大樹町
農業協
同組合

産地
競争
力の
強化

産地競争力
の強化に向
けた総合的
推進

野菜

(大根)

品質向
上

【野菜】(高付加価値化)
大根出荷量の全量を高品
質化（生食用製品出荷量
のうち、真空予冷処理の
割合が100%）

0t 2,780t 2,849t 100.0% 100.0% 100.0% 出荷大根を全
量を高品質化
した

集出荷貯蔵施
設
真空設備
(6.6t/hr)
冷却設備
計測、制御設
備
工事費
運搬費

34,545,000 16,450,000 18,095,000 平成17年6月30日

七飯町
上磯町
八雲町

ＪＡ新は
こだて花
卉サー
モ部会

産地
競争
力の
強化

産地競争力
の強化に向
けた総合的
推進

花き 生産性
向上

【花き】（施設園芸の省エ
ネルギー化）
施設花き栽培における燃
油の使用量を11.6％削減

15,000㍑/10a 15,000㍑/10a 14,447㍑/10a 8,889㍑/10a 13,260㍑/10a 351.2% 燃油の使用量
が40.7%削減さ
れた

多段式サーモ
スタッド70台

3,225,075 1,612,000 1,613,075 平成18年3月30日

東神楽
町

農事組
合法人
東神楽
温室園
芸組合

産地
競争
力の
強化

産地競争力
の強化に向
けた総合的
推進

野菜
（ミニトマ
ト）

生産性
向上

【野菜】（施設園芸の省エ
ネルギー化）
事業実施地区の燃油の
使用量を10%削減

43,600㍑/10a 31,747㍑/10a 19,046㍑/10a 21,071㍑/10a 39,240㍑/10a 516.7% 燃油の使用量
が51.7%削減さ
れた

二重被覆施設

3,508㎡

16,362,759 7,791,000 8,571,759 平成18年3月31日

東神楽
町

有限会
社ﾛｯｸﾄﾞ
ﾘｰﾑﾌｧｸ
ﾄﾘｰ

産地
競争
力の
強化

産地競争力
の強化に向
けた総合的
推進

野菜
（ミニトマ
ト）

生産性
向上

【野菜】（施設園芸の省エ
ネルギー化）
事業実施地区の燃油の
使用量を10%削減

43,600㍑/10a 30,162㍑/10a 18,400㍑/10a 22,200㍑/10a 39,240㍑/10a 490.8% 燃油の使用量
が49.1%削減さ
れた

二重被覆施設

10,000㎡

46,645,408 22,212,000 24,433,408 平成18年3月31日

帯広市 帯広市
川西農
業協同
組合

産地
競争
力の
強化

産地競争力
の強化に向
けた総合的
推進

環境保全
(小麦・豆
類・てん
菜・馬鈴
しょ・飼料
作物)

農畜産
業の環
境保全

【環境保全】
（環境保全型農業に取組
む農業者の増加）
販売農家のうち環境保全
型農業に取り組む農業者
を10.4%増加

2.9% 2.9% 6.6% 13.5% 13.30% 101.9% 環境保全型農
業に取組む農
業者率が、10.6
ポイント増加し
た

石礫除去
32.53ha

15,251,250 7,262,000 7,989,250 平成17年11月30日

音更町 音更町
農業協
同組合

産地
競争
力の
強化

産地競争力
の強化に向
けた総合的
推進

環境保全
(小麦・豆
類・てん
菜・馬鈴
しょ・飼料
作物)

農畜産
業の環
境保全

【環境保全】
（環境保全型農業に取組
む農業者の増加）
販売農家のうち環境保全
型農業に取り組む農業者
を10%増加

10.0% 8.6% 6.5% 26.3% 20.4% 156.7% 環境保全型農
業に取組む農
業者率が、15.6
ポイント増加し
た

浅層排水
102.7ha

140,280,773 66,800,000 73,480,773 平成17年12月14日

清水町 十勝清
水町農
業協同
組合

産地
競争
力の
強化

産地競争力
の強化に向
けた総合的
推進

環境保全
(小麦・大
豆・小豆・
てん菜・馬
鈴しょ)

農畜産
業の環
境保全

【環境保全】
（環境保全型農業に取組
む農業者の増加）
販売農家のうち環境保全
型農業に取り組む農業者
を1%増加

13.0% 13.0% 13.0% 24.0% 14.0% 1100.0% 環境保全型農
業に取組む農
業者率が、11
ポイント増加し
た

石礫除去
15.42ha

浅層排水
0.8ha

7,875,000 3,750,000 4,125,000 平成17年11月11日

芽室町 芽室町
農業協
同組合
(芽室第
１地区)

産地
競争
力の
強化

産地競争力
の強化に向
けた総合的
推進

環境保全
(てん菜・
馬鈴しょ・
豆類・小
麦)

農畜産
業の環
境保全

【環境保全】
（環境保全型農業に取組
む農業者の増加）
販売農家のうち環境保全
型農業に取り組む農業者
を40%増加

12.0% 65.0% 58.0% 61.0% 52.0% 122.5% 環境保全型農
業に取組む農
業者率が、49
ポイント増加し
た

石礫除去
4.0ha

浅層排水
4.0ha

1,666,213 793,000 873,213 平成17年11月17日

芽室町 芽室町
農業協
同組合
(芽室第
２地区)

産地
競争
力の
強化

産地競争力
の強化に向
けた総合的
推進

環境保全
(てん菜・
馬鈴しょ・
豆類・小
麦)

農畜産
業の環
境保全

【環境保全】
（環境保全型農業に取組
む農業者の増加）
販売農家のうち環境保全
型農業に取り組む農業者
を11%増加

11.0% 22.0% 28.0% 29.0% 22.0% 163.6% 環境保全型農
業に取組む農
業者率が、18
ポイント増加し
た

浅層排水
0.4ha
石礫除去
19.7ha
調査測量
20.1ha

8,907,096 4,241,000 4,666,096 平成17年11月17日

芽室町 北上美
生スラ
リー利用
組合

産地
競争
力の
強化

産地競争力
の強化に向
けた総合的
推進

環境保全
(小麦後・
馬鈴しょ
後・ｽｨｰﾄ
ｺｰﾝ後・牧
草・ﾃﾞﾝﾄ
ｺｰﾝ)

農畜産
業の環
境保全

【環境保全】
（環境保全型農業に取組
む農業者の増加）
販売農家のうち環境保全
型農業に取り組む農業者
を36%増加

9.0% 45.0% 45.0% 45.0% 45.0% 100.0% 環境保全型農
業に取組む農
業者率が、36
ポイント増加し
た

スラリー散布
機
20tタンク
12巾ホース

11,500,000 5,701,000 5,799,000 平成17年12月8日



（都道府県名：北海道）

　 事業内容 事業費 事業実施主体の評価（※） 都道府県の評価（※）
　　（円）

（対象作物

畜種等名） 計画時 １年後 ２年後 ３年後 目標値 達成率 交付金 その他
（平成16年） （平成17年） （平成18年） （平成19年） （平成19年）

　 　 　

※については目標未達成事業についてのみ記載した。
成果目標の具
体的な実績

事業実施後の状況

事業実施主体等取組評価報告書（産地競争力の強化を目的とした整備事業）

事業実
施主体
名

政策
目的

作物等区
分

取組の分
類

政策目
標

市町村
名

成果目標の具体的な内容 完了年月日

都道府県費 市町村費

負担区分（円）

美瑛町 美瑛町
農業協
同組合

産地
競争
力の
強化

輸入急増農
産物におけ
る産地構造
改革の推進

輸入急増
野菜
（トマト）

輸入急増
農産物に
おける国
産シェア
の奪回

【輸入急増野菜】
（高付加価値化）
出荷量の全量を高品質化

100% 100% 100% 100% 100% 100.0% 高品質化の取
組割合が100%
で維持された

共同育苗施設
576㎡
1棟

33,127,500 15,775,000 17,352,500 平成18年3月13日

小清水
町

小清水
町農業
協同組
合

産地
競争
力の
強化

輸入急増農
産物におけ
る産地構造
改革の推進

輸入急増
野菜
（にんじ
ん）

輸入急
増農産
物にお
ける国
産シェ
アの奪
回

【輸入急増野菜】
（契約取引の推進）
にんじん出荷量の98%が
契約取引

93.0% 97.8% 97.0% 93.6% 98.0% 12.0% にんじん出荷
量の93.6％を
契約取引した。

・人参洗浄選
別施設増設
（105t／日）
・野菜予冷施
設増設（38㎡
30t／日）
・ﾌﾟｯｼｭﾌﾟﾙ付き
ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ（荷役
2.5t　1台）

408,901,500 193,700,000 100,000,000 115,201,500 平成18年3月22日 現在、契約取引を行っている全農では、生
協関係など、量販店への販売も積極的に展
開し、消費地ユーザーの産地視察を積極的
に実施するなど、特色のある産地育成を
行っており、当町のにんじんに対する評価も
高いことから、全農を主たる取引先とし、そ
の取引割合を高めるよう推進してきた。その
結果、当初の計画取引率93％（全出荷量
5,373tのうち契約取引5,011t）に対し、17年
が97.5％（出荷量6,358tのうち契約取引
6,197t）、18年が96.9％（出荷量4,938tのうち
契約取引4,783t）と当初に比べ契約割合を
高めることができたが、目標年度である19
年度においては、全農との取引価格よりも
市場価格の方が良く、生産者価格を考慮し
た結果、市場への出荷割合が増加し、契約
取引率は93.6％（出荷量5,223tのうち契約
取引4,891t）に止まった。毎年、全農を中心
とした出荷販売の目標数値を設定していた
が、市況等によっては、最終的な生産者価
格を考慮し、市場への出荷販売も実施する
ことがあるため、19年度においては目標値
には至らなかった。なお、にんじんの作付面
積は順調に増加しており（H16:187ha、目
標:250ha、H19:269ha）、輪作体系の確立に
より土壌病害虫が抑制され、地力の維持増
進に向けた取組が推進されている。今後も
全農中心の販売とし、品質向上を図りなが
ら契約取引中心で展開していく。

にんじん出荷量に占める契約取引率の向
上について、順調に成果を上げてきていた
ところであるが、平成19年度においては、生
産者価格を考慮し、中央卸売市場での取引
割合が増加したことにより、契約取引割合
が減少し、目標達成には至っていないところ
である。しかしながら、当該施設整備によ
り、小清水町での人参作付面積が拡大し、
既存の畑作三品に人参を含めた輪作体系
が確立され、土壌病害虫の抑制や地力増
進に効果を上げており、関連作物の生産性
向上に大きく寄与している。今後は、製品
（人参）の品質向上や作付面積の拡大によ
り、さらなるコスト低減を図り、契約取引割
合の回復に向けて、地元関係機関と連携の
上、改善に努めていきたい。

平取町 平取町 産地
競争
力の
強化

輸入急増農
産物におけ
る産地構造
改革の推進

輸入急増
野菜
（トマト）

輸入急増
農産物に
おける国
産シェア
の奪回

【輸入急増野菜】
（高付加価値化）
出荷量の30.2%を高品質
化（糖度表示・包装形態
の多様化）

0.0% 0.0% 11.5% 22.1% 30.2% 73.2% 出荷量の22.1%
を高品質化

トマト選別施
設、40t／日

602,857,500 301,428,000 301,429,500 平成18年3月31日 トマト出荷量は、堅調に伸びてきている。そ
のうち、高付加価値化に取り組む出荷量は
成果目標を下回ったが、今後も引き続き市
場のニーズを喚起し、より一層の高付加価
値化を図ることで、産地競争力の強化が期
待される。また、本事業の実施により、地域
の雇用の増加や作業時間の短縮が図ら
れ、地域の活性化につながっている。

事業実施により、従来の4kg箱詰に加え、1
～2kgの小箱詰及びパック詰による出荷を
行い、市場ニーズに幅広く応えることで、他
産地との差別化を図った。その結果、トマト
全体の出荷量は目標数量を上回ったもの
の、新たな出荷形態による出荷量は、出荷
量全体の22.1％に止まり、目標達成には至
らなかった。包装形態の多様化に対する市
場ニーズは、年々増加しており、こうした
ニーズに的確に対応していくことで産地競
争力は一層高まることが期待できる。一方
で、事業の実施により、地域の雇用増と作
業労働者の超過労働時間の短縮も図られ
ており、また、認定農業者については、計画
年度末135戸から平成19年度末で191戸に
増加し、農地の利用集積率は49.5％から
79.0％に増加しており、大規模で効率的か
つ安定的な農業経営が促進されている。
【目標未達の要因分析】成果目標について
は、出荷量の30.2％（3,360t/11,130t）を高
品質化（糖度表示及び包装形態の多様化
（小箱詰・パック詰出荷）と設定し、内訳は、
①新たな選別施設における包装形態の多
様化（小箱詰・パック詰の出荷量）：1,730t、
②糖度表示：820t、③既存施設における包
装形態の多様化（小詰・パック詰の出荷
量）：1,150tとした。①は2,055tの実績となり、
目標に対し118.8％となった。②は150tの実
績となり、目標の18.3％にとどまった。これ
は、平成19年の気象の影響により、昼夜の
寒暖の差が少なく、糖度不足となったため
高糖度トマトの生産量が少なくなったことに
よる。今後、気象が平年並みとなれば、糖
度の上昇により高糖度出荷量が増加するこ
とが見込まれる。③は　431tの実績となり、
目標に対し37.5％にとどまった。既存施設で
の新たな出荷形態による出荷は、新規施設
で対応しきれない分を対応するとしていた
が、平成19年度においては、新たな出荷形
態に対する市場ニーズが計画していたより
も少なかったため目標に至らなかった。しか
し、ゴミを極力出さない商品提供や多様な
出荷形態などの市場ニーズは、今後におい
て年々増加することが見込まれるため、現
段階では目標達成にいたってないものの、
トマト全体の出荷量については、目標を上
回っているため、今後においては目標を達
成できると想定している。



（都道府県名：北海道）

　 事業内容 事業費 事業実施主体の評価（※） 都道府県の評価（※）
　　（円）

（対象作物

畜種等名） 計画時 １年後 ２年後 ３年後 目標値 達成率 交付金 その他
（平成16年） （平成17年） （平成18年） （平成19年） （平成19年）

　 　 　

※については目標未達成事業についてのみ記載した。
成果目標の具
体的な実績

事業実施後の状況

事業実施主体等取組評価報告書（産地競争力の強化を目的とした整備事業）

事業実
施主体
名

政策
目的

作物等区
分

取組の分
類

政策目
標

市町村
名

成果目標の具体的な内容 完了年月日

都道府県費 市町村費

負担区分（円）

音更町 音更町
農業協
同組合

産地
競争
力の
強化

輸入急増農
産物におけ
る産地構造
改革の推進

輸入急増
野菜
(人参)

輸入急増
農産物に
おける国
産シェア
の奪還

【輸入急増野菜】
(高付加価値化)
生食用人参の出荷量全
量を高品質化(生食用製
品出荷量のうち真空予冷
処理による出荷量が
100%)

0.0% 0.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 出荷生食用人
参を全量高品
質化した

集出荷貯蔵施
設
人参洗浄選別
予冷施設
(5.9t/hr)
人参収穫機

1,073,751,000 511,310,000 562,441,000 平成18年3月10日

美幌町 美幌町
玉葱生
産組合

産地
競争
力の
強化

輸入急増農
産物におけ
る産地構造
改革の推進

輸入急増
野菜
(玉葱)

輸入急増
農産物に
おける国
産シェア
の奪回

【輸入急増野菜】
（低コスト化）
事業実施地区の玉葱栽
培の労働時間を32%削減

54.4時間/10a 47.4時間/10a 40.6時間/10a 37.2時間/10a 37.0時間/10a 98.9% 労働時間が
31.6％削減さ
れた

共同利用機械
整備
(玉葱全自動移
植機) 20台

154,442,148 77,221,000 77,221,148 平成18年3月31日

上湧別
町

えんゆう
農業協
同組合

産地
競争
力の
強化

産地競争力
の強化に向
けた総合的
推進

飼料増産 生産性
向上

【飼料増産】
単収を42.9%増加
（牧草TDN単収の増加）

463kg/10a 628kg/10a 571kg/10a 733kg/10a 662kg/10a 135.7% 飼料ＴＤＮ単収
が58.3％増加
した

自走式モアコ
ンディショナー
刈り幅9.1m　１
台

31,447,500 9,915,000 7,487,000 14,045,500 平成17年10月31日

別海町 アグリサ
ポポート
サンエイ

産地
競争
力の
強化

産地競争力
の強化に向
けた総合的
推進

飼料増産 生産性
向上

【飼料増産】
受益面積を１2.4%増加

756.0ha 0.0ha 835.0ha 851.7ha 850.0ha 101.8% 受益面積が
12.7%増加した

自走式モアコ
ンディショナー
1台

33,600,000 11,200,000 22,400,000 平成18年3月23日

725.0ha 0.0ha 744.0ha 840.0ha 815.0ha 127.8%

3,800kg/10a 0kg/10a 4,070kg/10a 4,180kg/10a 4,150kg/10a 108.6%

標津町 グリーン
フィール
ドコント
ラクト

産地
競争
力の
強化

産地競争力
の強化に向
けた総合的
推進

飼料増産 生産性
向上

【飼料増産】
受益面積を13.9%増加

430.0ha 0.0ha 530.2ha 621.1ha 490.0ha 318.5% 受益面積が
44.4%増加した

･自走式ﾊｰﾍﾞｽ
ﾀｰ
･ﾌﾛﾝﾄﾓｱｺﾝﾃﾞｨ
ｼｮﾅｰ
･ﾘｱﾓｱｺﾝﾃﾞｨｼｮ
ﾅｰ

36,855,000 12,284,000 24,571,000 平成18年3月27日

愛別町 愛別町
稲発酵
粗飼料
生産部
会

産地
競争
力の
強化

産地競争力
の強化に向
けた総合的
推進

耕種作物
活用型飼
料増産

生産性
向上

【耕種作物活用型飼料増
産】
飼料作付面積を296%増加

6.3ha 8.4ha 24.2ha 21.4ha 25.0ha 80.7% 飼料作付面積
が240%増加し
た

稲発酵粗飼料
収穫機１台
自走式ラッピン
グマシーン１台

11,508,000 5,343,000 6,165,000 平成17年11月25日 稲発行粗飼料の生産面積は、平成16年の
6.3haから始まり、平成17年8.4ha、18年に
は、一気に目標値である25.0haに匹敵する
24.2haまで面積を拡大させ、畜産農家への
供給拡大を図ったが、目標年である19年の
生産面積は21.4haに止まり、成果目標まで
には至らなかった。これは、18年に大量に
ロール生産し、初めて越冬を経験した結
果、ロール内の腐食が激しく、廃棄せざるを
得ないものが多発し、製品廃棄率が４割に
も達したことから、製品廃棄率を最小限に
止めるために、翌年の19年の作付面積を減
らしたことによるものである。また、製品廃
棄率の低減のため、上記のほか、ロールの
梱包圧を上げ、細断長も従来の15cmから
10cmにするなどの改善策を模索した結果、
19年のロールの廃棄はほとんどなかった。
事業の実施により良質な稲発酵粗飼料の
生産につながり、これまでの水稲生産技術
を生かしながら生産調整に取組むことがで
きたことに加え、畜産農家にとっても、良質
な粗飼料が安定的に確保されることとなり、
耕畜連携の取組に寄与できた。平成20年度
においては、ロールの越冬方法も確立され
たことから、作付面積は25.5haと再び増加に
転じ、目標値を上回っている。

最近の配合飼料価格の高騰により、濃厚飼
料依存から自給飼料に立脚した畜産経営
の確立が求められており、道内でも有数の
穀倉地帯である上川管内では米が有力な
飼料用穀物として期待されている。こうした
背景から当生産部会の取り組みは、生産調
整の輪作体系の中に飼料用稲を取り入れ、
平成17年度の取り組み開始から年々、生産
面積を着実に増加させており、管内の先進
事例として注目を集めている。生産された稲
発酵粗飼料は、家畜の食いつきが良く、良
質な飼料が安定的に供給されるなど畜産農
家にとっても有効な取り組みである。成果目
標である作付面積については、目標年であ
る平成19年度は目標に至らなかったが、平
成20年度の作付面積については、目標値を
上回る面積が確保されており、今後は新た
な供給先の確保が課題である。

257.7ha 310.0ha 348.7ha 535.0ha 受益面積が
1,009.9haとなっ
た

160.0ha 152.9ha 179.9ha 230.3ha

403.2ha 489.0ha 481.3ha 424.0ha

820.9ha 951.9ha 1,009.9ha 1,189.3ha 84.9%

126,850,500

7,583,500

牧草とデントコーンの収穫作業の受託につ
いては、計画通り受託面積を増加させること
ができず、目標未達となったが、堆肥散布
に係る受託については、目標を上回る結果
となった。当地区では、現在の世界規模の
飼料高騰に伴い、畜種農家のみならず、耕
種農家においてもデントコーンの作付が進
められている（平成20年度より町単独事業
として「飼料用トウモロコシ作付面積拡大推
進事業（耕畜連携推進事業）」実施）。これら
自家生産飼料が増産される状況からも、次
年度は目標の達成が可能と考えられる。

産地
競争
力の
強化

産地競争力
の強化に向
けた総合的
推進

産地
競争
力の
強化

自走式ﾌｫﾚｰｼﾞ
ﾊｰﾍﾞｽﾀｰ
ﾒｲｽﾞｱﾀｯﾁ
自走式ﾓｱｺﾝ
ﾃﾞｨｼｮﾅｰ
ﾊｲﾀﾞﾝﾌﾟﾜｺﾞﾝ
ｽｶﾍﾞﾝｼﾞｬｰ
堆肥積込機
洗車機
農業機械格納
庫

飼料増産 生産性
向上

15,166,500スラリータン
カー　2台
マニュアスプ
レッタ―　1台
ラグーンポンプ
2台

受益面積が
15.9%増加し、
飼料の単収が
10.0%増加し
た。

別海町 ケース
リーエヌ
利用組
合

多角的農
作業コント
ラクター育
成
(飼料作物）

生産性
向上

産地競争力
の強化に向
けた総合的
推進

【多角的農作業コントラク
ター育成】（飼料作物）
受益面積の増加

新規着工地区の
ため、現状なし

【飼料増産】受益面積、単
収を１%以上増加

43,458,000上士幌
町

上士幌
町農業
協同組
合

平成17年12月27日

7,583,000

83,392,500

平成18年3月23日

牧草とデントコーンの収穫に係る受託面積
については、希望予定者の離農や他に粗
飼料供給した希望者もあって、牧草348.7ha
（1番草：目標409ha、実績303.6ha、2番草：
目標126ha、実績45.1ha）、青刈りとうもろこ
し179.9haに止まり、成果目標を達成するこ
とができなかった。一方、堆肥散布の受託
面積については、計画を上回る481.3haと
なった。本事業の実施により、慢性的な労
働力不足の解消と、新規機械購入費用の
削減によるコスト低減が図られている。近
年、飼料高騰に伴いコントラ委託に対する
新たな農作業ニーズも発生しており、今後も
こうしたニーズに対応できるよう関係機関が
連携を図りながらコントラクター事業を推進
していきたい。

(平成17年)

(平成17年)

(平成17年)

(平成17年)

(牧草)

(青刈りとうもろこし)

(堆肥散布)

(牧草)

(青刈りとうもろこし)

(堆肥散布)

(牧草)

(青刈りとうもろこし)

(堆肥散布)

(合計) (合計) (合計)(合計)

(牧草)

(青刈りとうもろこし)

(堆肥散布)

(平成17年)

(平成17年)

(平成17年)

(平成17年)

(牧草)

(青刈りとうもろこし)

(堆肥散布)

(牧草)

(青刈りとうもろこし)

(堆肥散布)

(牧草)

(青刈りとうもろこし)

(堆肥散布)

(合計) (合計) (合計)(合計)

(牧草)

(青刈りとうもろこし)

(堆肥散布)

(平成17年)

(平成17年)

(平成17年)

(平成17年)

(牧草)

(青刈りとうもろこし)

(堆肥散布)

(牧草)

(青刈りとうもろこし)

(堆肥散布)

(牧草)

(青刈りとうもろこし)

(堆肥散布)

(合計) (合計) (合計)(合計)

(牧草)

(青刈りとうもろこし)

(堆肥散布)

(平成17年)

(平成17年)

(平成17年)

(平成17年)

(牧草)

(青刈りとうもろこし)

(堆肥散布)

(牧草)

(青刈りとうもろこし)

(堆肥散布)

(牧草)

(青刈りとうもろこし)

(堆肥散布)

(合計) (合計) (合計)(合計)

(牧草)

(青刈りとうもろこし)

(堆肥散布)

(平成17年)

(平成17年)

(平成17年)

(平成17年)

(牧草)

(青刈りとうもろこし)

(堆肥散布)

(牧草)

(青刈りとうもろこし)

(堆肥散布)

(牧草)

(青刈りとうもろこし)

(堆肥散布)

(合計) (合計) (合計)(合計)

(牧草)

(青刈りとうもろこし)

(堆肥散布)

(平成17年)

(平成17年)

(平成17年)

(平成17年)

(牧草)

(青刈りとうもろこし)

(堆肥散布)

(牧草)

(青刈りとうもろこし)

(堆肥散布)

(牧草)

(青刈りとうもろこし)

(堆肥散布)

(合計) (合計) (合計)(合計)

(牧草)

(青刈りとうもろこし)

(堆肥散布)

(平成17年)

(平成17年)

(平成17年)

(平成17年)

(牧草)

(青刈りとうもろこし)

(堆肥散布)

(牧草)

(青刈りとうもろこし)

(堆肥散布)

(牧草)

(青刈りとうもろこし)

(堆肥散布)

(合計) (合計) (合計)(合計)

(牧草)

(青刈りとうもろこし)

(堆肥散布)

(平成17年)

(平成17年)

(平成17年)

(平成17年)

(牧草)

(青刈りとうもろこし)

(堆肥散布)

(牧草)

(青刈りとうもろこし)

(堆肥散布)

(牧草)

(青刈りとうもろこし)

(堆肥散布)

(合計) (合計) (合計)(合計)

(牧草)

(青刈りとうもろこし)

(堆肥散布)



（都道府県名：北海道）

　 事業内容 事業費 事業実施主体の評価（※） 都道府県の評価（※）
　　（円）

（対象作物

畜種等名） 計画時 １年後 ２年後 ３年後 目標値 達成率 交付金 その他
（平成16年） （平成17年） （平成18年） （平成19年） （平成19年）

　 　 　

※については目標未達成事業についてのみ記載した。
成果目標の具
体的な実績

事業実施後の状況

事業実施主体等取組評価報告書（産地競争力の強化を目的とした整備事業）

事業実
施主体
名

政策
目的

作物等区
分

取組の分
類

政策目
標

市町村
名

成果目標の具体的な内容 完了年月日

都道府県費 市町村費

負担区分（円）

鹿追町 鹿追町
農業協
同組合

産地
競争
力の
強化

産地競争力
の強化に向
けた総合的
推進

多角的農
作業ｺﾝﾄﾗ
ｸﾀｰ育成
(飼料作物）

生産性
向上

【多角的農作業コントラク
ター育成】（飼料作物）
受託面積を10%増加

8,103.6ha 7,965.5ha 8,176.1ha 8,543.0ha 8,916.3ha 54.1% 受益面積が
5.4%増加した

自走式スラ
リータンカー

堆肥運搬機

69,195,000 32,950,000 36,245,000 平成18年2月24日 スラリーは計画的に利用されているが、生
産調整や飼料高騰による経済環境の悪化
から、農家等においてコスト減のため作業
委託を最小限に抑える傾向があり、受託面
積を計画どおり増やすことができなかった。
（牧草収穫計画時：4,397.6ha、目標
5,006.3ha、Ｈ１９：4,429.9ha、スラリー散布計
画時：559.4ha、目標：5,72.7ha、H19：450ha、
堆肥散布計画時：1,944ha、目標：2,000ha、
Ｈ19：1,769.9ha）一方、スラリー利用による
飼料作物生産が本格的に始まり、減肥効果
が期待されるほか、環境面においてもドリッ
プ方式による散布により悪臭の発生が最低
限に抑えられている。21年度から肥料価格
が大幅に上昇することから、スラリー散布に
よる肥料コスト抑制に向けた取り組みがより
一層要求されることから、今後は利用が増
加すると予想している。

生産調整などにより計画通りの利用増とは
ならなかったが、今後も農作業効率の向上
を図るべく、関係機関が連携しながら農作
業受委託推進に対する取り組みの強化をし
ていく。とくに、濃厚飼料や資材価格が高騰
する中、肥料コストの削減を図るため、計画
的なスラリー利用を呼びかけるとともに、併
せて導入機械の利用率向上を図るよう指導
していきたい。

1,775.3ha 1,657.1ha 1,719.6ha 1,441.9ha

488.1ha 505.0ha 583.9ha 430.3ha

152.2ha 664.5ha 1,717.7ha 1,689.6ha

2,415.6ha 2,826.6ha 4,021.1ha 3,561.8ha 112.9%

390.0ha 442.0ha 453.5ha 341.0ha

145.0ha 155.0ha 195.0ha 132.0ha

535.0ha 597.0ha 648.5ha 473.0ha 137.1%

愛別町 スリー
エー生
産組合

産地
競争
力の
強化

産地競争力
の強化に向
けた総合的
推進

多角的農
作業ｺﾝﾄﾗ
ｸﾀｰ育成
(飼料作物）

生産性
向上

【多角的農作業コントラク
ター育成】（飼料作物）
作付面積を56.3%増加

44.4ha 56.7ha 89.0ha 89.5ha 69.4ha 180.4% 飼料作物作付
面積が101.6%
増加した

不耕起播種機
1台
細断式ロール
べーラー1台
自走式ラッピン
グマシーン1台

9,054,444 3,495,000 5,559,444 平成18年3月31日

新十津
川町
(学園)

新十津
川町

産地
競争
力の
強化

飼料基盤活
用の促進

飼料基盤
活用の促
進(飼料作
物・乳牛)

生産性
向上

【飼料基盤活用の促進】
飼養頭数（公共牧場）を
1％以上増加

69頭 0頭 0頭 64頭 99頭 -16.7% 飼養頭数が
7.2%減少した

草地整備改良
野草地整備
隔障物整備

14,688,984 7,334,000 7,354,984 平成18年1月23日 目標年度における公共牧場の飼養頭数
は、計画時から30頭増頭し99頭と計画して
いたが、次の利用により計画どおり増頭す
ることができず、目標を達成することができ
なかった。（１）平成16年度時点において、
子牛価格が上昇していたことから、繁殖雌
牛の増頭を見込んでいたが、町内において
肥育牛は増頭したものの、繁殖雌牛を所有
している畜産農家の離農により、農家戸数
17戸から14戸に減少し、それに伴い、繁殖
雌牛も159頭から148頭に減少した。（２）平
成14年に旧町営牧場に放牧されていた牛
が法定伝染病（ヨーネ病）に感染し、３頭が
殺処分となったことや、平成19年度に年間
約10頭前後を公共牧場に入牧している畜産
農家において、ヨーネ病が発生し、４頭が殺
処分となったこと等から、一部の農家におい
て町営牧場の衛生管理に対する不信感が
あり、公共牧場の利用増加につながらな
かった。このような状況を踏まえ、目標の達
成に向け、次の事項を実施し、公共牧場の
経営健全化を目指す。（１）公共牧場の衛生
管理の徹底①入牧牛の消毒②放牧畜主等
関係者以外の牧場への出入り制限③空知
家畜保健衛生所の指導を受けながら定期
的な衛生管理日の設定（２）利用頭数増に
向けた取り組み①管内における放牧対象頭
数の確認②放牧未実施の掘り起こし③初妊
牛となる育成牛の放牧促進

平成19年度に町内の畜産農家において家
畜法定伝染病（ヨーネ病）の発生があり、感
染拡大の恐れから発生農家の保有する全
ての肉用牛の放牧を３年間見合わせたた
め、公共牧場における放牧利用頭数が目
標を下回った。ヨーネ病は発症しないで経
過することもあるなど感染要因の解明が困
難であることから、当該牧場等が発生要因
と特定することができないものの、法定伝染
病の発生予防の観点から、放牧を見合わ
せたことはやむ得ないものと考える。現在、
放牧牛のヨーネ病発生防止が最優先課題
であり、衛生管理体制の再構築を進めてい
るところである。また、地区内の肉用牛の飼
養頭数は増加しており、放牧対象牛も一定
程度確保されている。今後、地区内肉用牛
飼養農家及び公共牧場の衛生管理の徹底
を図るとともに、放牧利用頭数の目標達成
に向けて、町内及び近隣市町村の飼養農
家預託牛の確保・増加に努めていることとし
ているため、目標達成は可能と考える。

美瑛町
(16美
瑛)

（財）北
海道農
業開発
公社

産地
競争
力の
強化

飼料基盤活
用の促進

飼料基盤
活用の促
進(飼料作
物・乳牛)

生産性
向上

【飼料基盤活用の促進】
良質なたい肥の農地還元
に取り組む農業者の割合
が100%

100% 100% 100% 100% 100% 100.0% 良質なたい肥の
農地還元に取り
組む農業者の割
合が100%で維持
された

草地整備改良
33.27ha

15,527,000 7,763,000 7,764,000 平成18年3月5日

和寒町
(16和
寒)

（財）北
海道農
業開発
公社

産地
競争
力の
強化

飼料基盤活
用の促進

飼料基盤
活用の促
進(飼料作
物・乳牛)

生産性
向上

【飼料基盤活用の促進】
良質なたい肥の農地還元
に取り組む農業者の割合
が100%

100% 100% 100% 100% 100% 100.0% 良質なたい肥の
農地還元に取り
組む農業者の割
合が100%で維持
された

草地造成改良
0.5ha、草地整
備改良11.87ha

7,421,000 3,710,000 3,711,000 平成18年3月13日

生産性
向上

新規着工地区の
ため、現状なし

受益面積が
648.5haとなっ
た

【多角的農作業コントラク
ター育成】（飼料作物）
受益面積の増加

【多角的農作業コントラク
ター育成】（飼料作物）
受益面積の増加

自走式ﾌｫﾚｰｼﾞ
ﾊｰﾍﾞｽﾀ
ﾒｲｽﾞｱﾀｯﾁﾒﾝﾄ
ﾓｱｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅｰ
飼料積込用機

21,420,000受益面積が
4,021.1haとなっ
た

新得町 新得町
農業協
同組合

多角的農
作業ｺﾝﾄﾗ
ｸﾀｰ育成
(飼料作物）

産地
競争
力の
強化

産地競争力
の強化に向
けた総合的
推進

有限会
社ｱｸﾞﾘｻ
ﾎﾟｰﾄさら
べつ

産地
競争
力の
強化

産地競争力
の強化に向
けた総合的
推進

生産性
向上

多角的農
作業ｺﾝﾄﾗ
ｸﾀｰ育成
(飼料作物）

更別村 平成17年11月9日45,360,000新規着工地区の
ため、現状なし

マニュアスプ
レッター
スカベンジャー
堆肥積込機(タ
イヤショベル)

44,982,000

30,240,00015,120,000

23,562,000 平成17年11月21日
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（都道府県名：北海道）

　 事業内容 事業費 事業実施主体の評価（※） 都道府県の評価（※）
　　（円）

（対象作物

畜種等名） 計画時 １年後 ２年後 ３年後 目標値 達成率 交付金 その他
（平成16年） （平成17年） （平成18年） （平成19年） （平成19年）

　 　 　

※については目標未達成事業についてのみ記載した。
成果目標の具
体的な実績

事業実施後の状況

事業実施主体等取組評価報告書（産地競争力の強化を目的とした整備事業）

事業実
施主体
名

政策
目的

作物等区
分

取組の分
類

政策目
標

市町村
名

成果目標の具体的な内容 完了年月日

都道府県費 市町村費

負担区分（円）

猿払村
(16浅茅
野)

東宗谷
農業協
同組合

産地
競争
力の
強化

飼料基盤活
用の促進

飼料基盤
活用の促
進(飼料作
物・乳牛)

生産性
向上

【飼料基盤活用の促進】
飼養頭数を1％以上増加

800頭 1,112頭 1,151頭 1,164頭 1,038頭 152.9% 飼養頭数が
45.5%増加した

草地整備改良
家畜排せつ物処
理施設整備
（附帯ｽﾗﾘｰﾀﾝ
ｶｰ）
飼料調製貯蔵施
設整備
（飼料調製庫）
（ﾊﾞﾝｶｰｻｲﾛ）
（格納庫）
（車輌消毒施設）

184,682,380 87,945,000 96,737,380 平成18年1月7日

斜里町
(16斜
里)

斜里町
農業協
同組合

産地
競争
力の
強化

飼料基盤活
用の促進

飼料基盤
活用の促
進(飼料作
物・乳牛)

生産性
向上

【飼料基盤活用の促進】
良質なたい肥の農地還元
に取り組む農業者の割合
が100%

100% 100% 100% 100% 100% 100.0% 良質なたい肥の
農地還元に取り
組む農業者の割
合が100%で維持
された

草地造成
(0.69ha）
草地整備
（17.2ha）

9,707,280 4,592,000 5,115,280 平成17年11月28日

新冠町
(17新冠
高江)

新冠町
農業協
同組合

産地
競争
力の
強化

飼料基盤活
用の促進

飼料基盤
活用の促
進(飼料作
物・乳牛)

生産性
向上

【飼料基盤活用の促進】
飼料自給率を5.3%増加

46.62% 45.96% 47.50% 49.14% 49.10% 101.6% 飼料自給率が
5.4%増加した。

草地整備改良
隔障物整備

13,292,480 6,330,000 6,962,480 平成17年11月25日

陸別町
(16陸別
斗満)

陸別町
農業協
同組合

産地
競争
力の
強化

飼料基盤活
用の促進

飼料基盤
活用の促
進(飼料作
物・乳牛)

生産性
向上

【飼料基盤活用の促進】
良質なたい肥の農地還元
に取り組む農業者の割合
が100%

100% 100% 100% 100% 100% 100.0% 良質なたい肥の
農地還元に取り
組む農業者の割
合が100%で維持
された

草地整備改良 20,831,443 9,918,000 10,913,443 平成17年11月22日

陸別町
(17陸
別)

陸別町
農業協
同組合

産地
競争
力の
強化

飼料基盤活
用の促進

飼料基盤
活用の促
進(飼料作
物・乳牛)

生産性
向上

【飼料基盤活用の促進】
良質なたい肥の農地還元
に取り組む農業者の割合
が100%

100% 100% 100% 100% 100% 100.0% 良質なたい肥の
農地還元に取り
組む農業者の割
合が100%で維持
された

草地整備改良 57,119,537 27,200,000 29,919,537 平成17年11月22日

士幌町
(16士
幌)

士幌町
農業協
同組合

産地
競争
力の
強化

飼料基盤活
用の促進

飼料基盤
活用の促
進(飼料作
物・乳牛)

生産性
向上

【飼料基盤活用の促進】
良質なたい肥の農地還元
に取り組む農業者の割合
が100%

100% 100% 100% 100% 100% 100.0% 良質なたい肥の
農地還元に取り
組む農業者の割
合が100%で維持
された

草地整備改良
106.67ha

23,713,593 11,292,000 12,421,593 平成17年11月14日

本別町
(16本
別)

(財)北海
道農業
開発公
社

産地
競争
力の
強化

飼料基盤活
用の促進

飼料基盤
活用の促
進(飼料作
物・乳牛)

生産性
向上

【飼料基盤活用の促進】
良質なたい肥の農地還元
に取り組む農業者の割合
が100%

100% 100% 100% 100% 100% 100.0% 良質なたい肥の
農地還元に取り
組む農業者の割
合が100%で維持
された

草地整備改良
13.25ha
飼料畑整備
0.85ha
暗渠排水
0.80ha

6,327,000 3,163,000 3,164,000 平成18年3月1日

豊頃町
(16長
節)

豊頃町
農業協
同組合

産地
競争
力の
強化

飼料基盤活
用の促進

飼料基盤
活用の促
進(飼料作
物・乳牛)

生産性
向上

【飼料基盤活用の促進】
良質なたい肥の農地還元
に取り組む農業者の割合
が100%

100% 100% 100% 100% 100% 100.0% 良質なたい肥の
農地還元に取り
組む農業者の割
合が100%で維持
された

草地造成改良
草地整備改良
家畜保護施設
整備（育成舎）
飼料調製貯蔵
施設整備
（ﾊﾞﾝｶｰｻｲﾛ）
衛生管理施設
整備

137,126,994 65,298,000 71,828,994 平成17年11月15日

中標津
町
(協和)

(財)北海
道農業
開発公
社

産地
競争
力の
強化

飼料基盤活
用の促進

飼料基盤
活用の促
進(飼料作
物・乳牛)

生産性
向上

【飼料基盤活用の促進】
良質なたい肥の農地還元
に取り組む農業者の割合
が100%

100% 100% 100% 100% 100% 100.0% 良質なたい肥の
農地還元に取り
組む農業者の割
合が100%で維持
された

家畜保護施設
整備
1棟　162m2

75,066,000 37,533,000 37,533,000 平成18年3月31日


